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市
で
は
、
市
内
の
商
・
工
業

の
発
展
を
目
的
に
、
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
優
良
な
技
能

者
・
従
業
員
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方

の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
（
各

表
彰
項
目
に
つ
き
1
事
業
所
一

人
ま
で
）
。

　

表
彰
選
考
会
で
の
厳
正
な
審

査
の
上
、
推
薦
さ
れ
た
候
補
者

の
中
か
ら
表
彰
者
を
決
定
し
ま

す
（
11
月
3
日
（
木
）
表
彰
予

定
）
。

◆
技
能
功
労
者

● 

技
能
職
と
し
て
同
一
職
業
に

30
年
以
上
従
事
し
た
55
歳
以
上

　

7
月
21
日（
木
）〜
26
日（
火
）

に
栗
原
会
場
で
、8
月
11
日（
木
）

〜
16
日
（
火
）
に
座
間
会
場
で

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
遊
休
農
地
・
荒
廃
地

対
策
と
し
て
始
ま
っ
た
ひ
ま
わ

り
畑
は
、
市
の
夏
を
彩
る
風
物

詩
と
な
り
ま
し
た
。市
内
で
は
、

ヒ
マ
ワ
リ
に
関
係
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

の
方

● 

優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
方

● 

後
進
の
指
導
育
成
な
ど
に
よ

っ
て
業
界
の
発
展
に
尽
く
し
た

方◆
優
良
技
能
者

● 

技
能
職
と
し
て
同
一
職
業
に

10
年
以
上
従
事
し
て
い
る
方

● 

優
良
技
能
者
に
ふ
さ
わ
し
い

優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
方

◆
優
良
従
業
員

● 

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
従

業
員
で
勤
続
年
数
が
10
年
以
上

の
方　

小
・
中
学
校
で
の
取
り
組
み

　

今
年
度
、
西
中
学
校
で
は
、

ヒ
マ
ワ
リ
の
茎
で
作
っ
た
和
紙

を
貼
り
付
け
た
二
間
（
3
・
6

メ
ー
ト
ル
四
方
）凧
を
制
作
し
、

大
凧
ま
つ
り
で
掲
揚
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
く
つ
か
の
小
・
中
学

校
で
は
、
地
域
の
方
と
協
力
す

る
な
ど
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種

ま
き
・
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
市
技
能
功
労
者
等

表
彰
対
象
者
の
推
薦
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取
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夏
の
節
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国
内
の
6
割
を
占
め
る
火
力

発
電
は
化
石
燃
料
（
石
油
、
石

炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
）
を
燃
や

し
、効
率
的
に
発
電
し
ま
す
が
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
を
多
く
排
出
し
ま
す
。

排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ
、
太

陽
光
で
温
め
ら
れ
た
地
表
な
ど

の
熱
が
逃
げ
る
の
を
妨
げ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
の
濃
度
が
濃
く
な
る

と
熱
の
逃
げ
場
が
少
な
く
な
り
、

大
気
・
地
表
・
海
洋
な
ど
の
温

度
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
を
地

球
温
暖
化
と
い
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
が
進
む
と
、
干
ば
つ
に

よ
る
食
糧
不
足
や
海
面
上
昇
に

よ
る
洪
水
被
害
、
異
常
気
象
、

疫
病
の
流
行
、
生
態
系
の
変
化

な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
電
力
を
使
う

と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
二
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
夏
は
冷
房
の

使
用
な
ど
に
よ
り
電
力
使
用
量

が
増
え
る
季
節
で
す
。
体
調
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が

ら
、
無
理
の
な
い
上
手
な
節
電

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
節
電
「
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て

節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！
」

　

エ
ア
コ
ン
、
照
明
、
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
使
わ
な
い
と
き

は
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
プ

ラ
グ
を
抜
く
な
ど
、
電
気
使
用

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
待
機
電
力
を
削
減
！
」

　

機
能
維
持
、指
示
待
ち
状
態
、

接
続
し
て
い
る
だ
け
の
状
態
で

消
費
さ
れ
る
電
力
は
、
年
間
総

消
費
量
の
約
6
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
主
電
源

を
切
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

「
エ
ア
コ
ン
で
節
電
！
」

　

カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
熱
の

出
入
り
を
防
ぐ
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
な
ど
を
併
用
す
る
、
設

定
温
度
・
風
向
き
を
調
節
す
る

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

「
冷
蔵
庫
で
節
電
！
」

　

開
い
て
い
る
時
間
を
短
く
し

余
分
な
開
閉
は
し
な
い
、
物
を

詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
、
熱
い
も

の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。

「
照
明
で
節
電
！
」

　

照
明
器
具
を
掃
除
し
輝
度
を

上
げ
る
、
省
エ
ネ
型
の
器
具
を

使
う
、
明
る
さ
や
点
灯
時
間
を

調
節
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

「
テ
レ
ビ
で
節
電
！
」

　

画
面
の
輝
度
・
音
量
を
上
げ

す
ぎ
な
い
、
見
な
い
と
き
は
主

電
源
を
消
す
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

「
他
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
節

電
！
」

　

台
所
（
炊
飯
器
、
電
気
ポ
ッ

ト
、
食
器
洗
浄
機
）
や
ト
イ
レ

（
電
気
便
座
）
、
洗
濯（
洗
濯
・

乾
燥
機
）
な
ど
の
場
面
で
節
電

機
能
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
て
節
電
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

毎
年
、
6
月
21
日
〜
7
月
7

日
は
、
不
要
な
照
明
を
消
灯
す

る
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。
7
月
7
日
（
木
）
は

ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
と
し
て
午
後
8
時
〜
10

時
の
消
灯
特
別
実
施
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
毎
年
、
7
月
1
日

〜
9
月
30
日
を
「
夏
の
節
電
対

策
期
間
」
と
定
め
、
節
電
へ
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
は
、市
役
所
1
・

2
階
で
来
庁
者
に
う
ち
わ
を
貸

し
出
す
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
と
電
力
消
費
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
た
節
電
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
課
に

「
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
」
を
置
き
、

き
め
細
や
か
な
省
エ
ネ
行
動
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

◆
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

　

ツ
ル
性
植
物
を
建
物
の
窓
や

壁
沿
い
に
栽
培
し
、
植
物
の
蒸

散
作
用
と
太
陽
光
の
遮
断
効
果

で
建
物
内
の
室
温
を
下
げ
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
電
力
に
頼
ら
な

　

市
と
N
P
O
法
人
き
づ
き
で

は
、
相
互
提
案
型
協
働
事
業
と

し
て
、
心
の
健
康
に
不
安
や
問

題
を
持
つ
方
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
全
5
回
の
講
座
「
市

民
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
心

の
健
康
問
題
普
及
啓
発
）
及
び

ハ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

第
2
回
は
、
「
1
8
0
人
M

a
t
t
o
の
会
」
代
表
で
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
熊
一
夫
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
「
精
神
病
院

を
捨
て
た
イ
タ
リ
ア　

捨
て
な

い
日
本
」
と
題
し
た
講
演
と
映

画
「
む
か
し
M
a
t
t
o
の
あ

っ
た
町
」の
上
映
を
行
い
ま
す
。

第
2
回　

海
外
の
精
神
医
療

○
と　

き　

8
月
6
日
（
土
）

正
午
〜
午
後
4
時
（
午
前
11

時
30
分
開
場
）

○
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
（
市
民
文
化
会
館
）

小
ホ
ー
ル

○
定　

員　

1
0
0
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

8
月
3
日（
水
）

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

市
民
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
及
び

ハ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

担
当�
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い
快
適
な
職
場
・
住
環
境
を
作

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
小
松
原
保
育
園

と
協
力
し
て
、
ゴ
ー
ヤ
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
市
役
所
1

階
医
療
課
の
南
側
に
ゴ
ー
ヤ
の

苗
を
植
え
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

花
壇
作
り

　

商
店
街
団
体
「
み
ど
り
と
さ

く
ら
の
街
さ
が
み
野
」
で
は
、

中
学
生
や
米
海
軍
厚
木
基
地
の

米
軍
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
と

も
に
、
珍
し
い
赤
色
の
ヒ
マ
ワ

リ
「
ル
ビ
ー
エ
ク
リ
プ
ス
」
を

植
栽
し
ま
し
た
。

商
品
づ
く
り

　

県
央
小
売
酒
販
組
合
座
間
支

部
で
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
が
原

材
料
の
「
ひ
ま
わ
り
焼
酎
」
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
使
用

し
た
ク
ッ
キ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

人
物
、
実
績
が
優
秀
で
他
の

模
範
と
な
り
、
推
薦
者
が
表
彰

に
値
す
る
と
認
め
る
方
（
家
族

従
業
員
を
除
く
）

○
表
彰
の
基
準
日　

9
月
1
日

（
木
）

○
応
募
方
法　

市
役
所
4
階
商

工
観
光
課
、
各
出
張
所
、
市

商
工
会
（
座
間
2

−

２
８
８

7

−

2
）
で
配
布
す
る
「
技

能
功
労
者
等
推
薦
調
書
」（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
事
業
主
お
よ

び
団
体
の
長
が
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
8
月
1
日（
月
）

〜
31
日
（
水
）
に
〒
2
5
2

　

−

8
5
6
6

　

座
間
市
役
所

商
工
観
光
課

宛
て
に
郵
送

ま
た
は
直
接

担
当
へ

小松原保育園のグリーンカーテン

西中学校が制作した凧

赤いヒマワリの植栽


